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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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［編集委員］
小川　郁
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　木々の緑も青々と肌に心地よい季節となりました。皆様いかがお過ごしでしょう
か？
　時間が経つのは本当に早いです。今年も年頭に大きな目標を立てて気合を入れ，
平昌五輪でたくさんの感動をもらって励まされ，よーし自分も頑張るぞ！と気持ち
だけはいつも盛り上がるものの，結局何もできないまま。うーん，まずい，明日は
やろう。「あすなろ」ではなく「あすやろ」です。ちなみに「あすなろ」は漢字で
書くと「明日檜」や「翌檜」。ヒノキ科の小さな樹木でまっすぐに伸びることから，
明日は檜のようになろうという意味があるようです。とにかく意欲だけはなくさな
いように，です。
　さて，今月の特集は「目からウロコ－内視鏡時代の臨床解剖」です。耳，鼻，咽
喉頭，頭頸部の内視鏡手術に欠かせない臨床解剖の知識を，各分野のエキスパート
にご執筆いただきました。Web動画も付いています。お忙しいなかご寄稿下さっ
た先生方には，厚く御礼申し上げます。やはり物事は，文字で読むより目で見たほ
うがインパクトあって，すっと頭に入ります。目から鱗が落ちて，読者の先生方が
より一層知識を深めることの手助けとなれば幸いです。
　自分が研修医から専門医になる頃は，ちょうど鼻副鼻腔手術が内視鏡下手術へと
移行する時期でした。当時は CCDカメラが大きくて重く，ブラウン管のモニター
画像はいつも明るく鮮明というわけではありませんでした。それでも内視鏡を通し
てみる手術野の光景は，すごく新しい世界で感動していた覚えがあります。あれか
ら四半世紀ほど経ち，いまや 3Dや 4K！　画像のクオリティーは飛躍的に向上し
ています。10年後の画像は，いったいどんなに凄いものになっているのでしょう
か？　今やまさに「内視鏡の時代」なのだと思います。
　今月号はそのほか，2例の貴重な症例報告も加えて盛りだくさんの内容です。ご
愛読いただければ幸いです。それでは，時節柄どうぞご自愛くださいませ。
 （鴻　信義）
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